
美
し
い
h
H
叫
慌
の
保
護
、
き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
美
化
推
進
運

動
υ

市
民
の
み
な
さ
ん
の
慈
識
の
高
揚
に
伴
い
、
活

発
な
美
化
活
動
が
行
わ
れ
、
着
々
と
成
果
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
進
路
や
公
潤
閥
、
河
川
な
ど
の

公
共
の
場
所
で
は
、
空
き
缶
や
ご
み
が
散
乱
し
跡
を

純
た
な
い
状
慎
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
ご
み
の

清
掃
と
一
人
人
の
美
化
意
識
り
両
揚
を
凶
る
た

め
、
ま
ち
ぐ
る
み
大
清
掃
岸
参
@
秋
士
郎
実
怖
仰
い
て

い
ま
す
。
今
勾
は
、
六
月
五
日
(
日
)
守
的
八
時
か

ら
市
内
一
斉
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ

ぜ
、
県
の
「
か
な
が
わ
コ
ミ
ゼ
ロ
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
中
央
会
場
か
、
平
塚
市
に
決
ま
り
ま
し

た
の
で
、
平
塚
市
開
岸
の
湾
問
聞
を
行
い
ま
す
。
市
中
山
の

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
曇
加
く
だ
さ
い
の

人口 235，771人

設帯 75，665後手答

(63年 4月 1 現在)

日
本
で
美
化
運
動
が
始
ま
っ
た
市
一
民
の
み
な
さ
ん
に
、
清
掃
胞

の
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
設
等
を
…
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
ご

の
年
昭
和
三
十
八
年
か
ら
で
す
。
み
処
現
や
資
源
化
リ
サ
J

ク
ル
の

外
留
の
み
な
さ
ん
に
、
き
れ
い
な
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
民
た
い

日
本
を
昆
て
い
た
だ
こ
う
と
、
回
一
て
い
ま
す
。

が
美
化
運
動
推
進
本
部
を
設
癒
し
①
奨
化
教
務

て

始

め

ま

し

た

。

小

学

校

四

年

生

の

社

会

科

の

疑

平
繁
市
は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
楽
に
「
ご
み
学
級
み
ん
な
の
生

に
、
市
民
か
ら
募
集
し
た
糠
認
訴
と
ご
み
キ
毎
え
よ
う
」
を
取
り

「
捨
て
る
よ
り
議
と
さ
ぬ
も
と
が
入
れ
て
い
た
だ
き
、
美
化
教
討
を

美
化
の
も
と
い
な
ど
の
様
語
再
掲
行
っ
て
い
ま
す
。

げ、

fX
清
帰
や
花
い
っ
ぱ
い
遼
①
ク
リ
i
ン
サ
マ
ス
タ
ー
ん
市
民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
ま
な
け
め
で
あ
り
、
顕
い
で
あ
り
ま
す
。

動
、
毎
月
一
日
宇
品
売
化
の
巳
に
決
子
供
を
対
象
に
、
夏
休
み
期
間
阿
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
輩
た
ち
に
豊
か
な
緑
に
開
閉
ま
れ
た
美
し
い
平

め
る
な
と
、
美
化
遊
動
を
展
開
問
し
中
之
」
み
教
室
」
を
開
催
し
、
美
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
た
快
適
な
藻
塚
を
、
さ
ら
に
、
き
れ
い
て
信
み

て
き
ま
し
た
。
昭
初
回
十
年
七
月
化
に
対
す
る
心
を
育
て
て
い
ま
壌
と
費
量
な
資
源
は
、
次
の
世
高
九
一
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

に

は

、

美

化

運

薮

実

締

本

部

や

均

す

の

の

人

々

に

山

引

き

継

ぐ

私

た

ち

の

務

う

。

区
美
化
推
進
委
員
会
な
ど
を
岳
府
議
@
ク
什

i
ン
ひ
り
つ
か
e

繁

滋

品

川

ら

ー

し
て
譲
づ
く
り
も
し
ま
し
リ
サ
イ
ク
生
ス
タ
i

護
襲
撃
ち
ぐ
る
ち
諮
問
へ
霧
器
糟

た

。

小

学

生

を

対

象

に

、

ポ

ス

タ

ー

z
〈
幽
8
4
e

《

e

d

e

喝
記
砲

d
主
J
尋
幸
d

昭
和
五
十
一
年
に
は
、
伶
み
よ
と
標
語
を
募
集
し
、
子
供
た
ち
に
今
年
も
ク
リ
ー
ン
ひ
ら
つ
か
市
深
の
み
な
さ
ん
、
一
人
で
も

い
療
境
の
徳
山
怖
に
関
す
る
審
議
会
ご
み
と
資
源
化
の
関
心
を
深
め
て
「
第
二
平
八
回
ま
ち
ぐ
る
み
大
溝
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
私
た

の
答
申
を
得
て
二
住
み
よ
い
ひ
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
明
開
」
を
、
六
月
五
日
午
前
八
時
か
ち
の
伶
む
ま
ち
を
、
明
る
く
さ
れ

ら
つ
か
」
を
同
日
襟
に
、
こ
の
運
動

φ
発
化
透
齢
制
功
労
者
の
薮
彰
ら
市
内
一
斉
に
実
路
レ
ま
す
。
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

が
さ
ら
に
定
着
す
る
よ
う
、
い
ろ
公
共
の
場
所
の
清
場
開
な
ど
、
長
午
前
七
一
特
に
花
火
で
開
始
予
告
。
瀦
掃
す
る
議
前
は

い
ろ
な
美
化
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
年
に
わ
た
る
美
化
占
思
議
の
捻
遂
に
の
合
図
を
し
ま
す
0

(

雨
天
の
場
①
自
宅
付
近
の
道
路

を
進
め
て
い
ま
す
。
功
議
さ
れ
た
方
や
団
体
を
問
聞
に
推
ム
忌
六
月
十
一
一
臼
に
機
一
銭
@
広
場
、
公
壕
守
の
公
共
の
場
所

こ
の
一
つ
が
、
白
塗
苓
名
種
鶏
し
、
表
彰
し
て
い
ま
す
。

団
体
の
協
γ

刀
を
得
ず
い
行
っ
て
い
る
こ
の
外
に
も
、
擦
熱
や
ボ
ス
タ

ク
リ
ー
ン
ひ
ら
つ
か
ま
ち
ぐ
る

I
の
議
桑
、
塑
問
海
岸
の
清
掃
汚

み

大

清

掃

」

で

す

。

動

な

ν
k
f行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
美
化
遼
動

1

0

出
国
分
た
ち
の
手
で

も
行
っ
て
い
ま
す

①
清
掃
施
設
衝
撃
み
強
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
に
は
、

き 5月413 (二七}、 5 E!(滋)
午前四時~午後4時まで

ところ灘署智海岸公爵ブー)1;場内
@ごみの資源11:;1tネル患霊祭
平埠市のごみ処寝から資源化へのさ歩み

①吉本緩発コーナー

各種の吉本を 1冊20河で叛売

売り上げ金は、福社主基金に寄付

①ポスター、事璽霊署緩示会

昭和62年度クリーンひらつか、資源化リサイ
クルポスター、揮謬の入賞作品を童書示

@ごみ収重軽軍事車整然コーナー

臼常使用している収蝿車を終示し、車の仕

緩み等を子棋たちに主主せる

①ごみの中からこんなもの漆

臨時ごみの中から出て君た使える品物を希 ! キ「環

車章者に有料で絞売する。売り上げ金は福祉 ヤかとか
ンなしな

基金に寄付。受け付けは、 4日午前日時から i ベがてが

午後4時まで、 5日午前10時から12時まで。抽 )わ但わ
ゴ県ク

せんは、 5 臼午後 l 時から会場で行う。~ミ討j ij 
①不用品販宛コーナー j主ゼが i

実ローン
衣類、家庭用品、本、その他の販売 i泌ク体運
減この外に、ガールスカワトコーナーや空き !レジ竺動

で Iμ の
缶みこし、缶くいトラなどのコーナーもある。 いン C

護南 物み参出いち十 行三海 し平会ま
海な品持参掛、ぐ分市い十岸お;塚場す
化岸おをち方日けぜるに民ま分公尽。海と。
プ公、曹己帰者くひみはのすか磁は 岸な今
こた園会布りのだ、大終み。らで、 でり年
アブ場し用みさ瀬清了な 平式午 行、は
主主 lのまのない 1菊捕しさ 塚典前 う六
関ル濁すごさ。海がまん 海を十 と月平
1握場側。みん 滞終す、 岸行時 と互手塚
し内に 袋』こ 公わの十 のいか に日市
までな やは 濁りで一一 溝、ら な(が
ずはゑ E室、へ μ 、管掃十数 りE}T
潮発ごおだまニを時南ま)失

要望;171153i事再丹語轟轟七五日;i35
1111ji:ijiH協議機:iliJjii
ji1E?iiiii i長;iJ1iii i翠i!11iiifz:告主
!iljij!!iii!:;itii;;i!;iil!!;ii!j 



マ

市

政

1f
半
巾
一
氏
の
ハ
ノ
フ
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
「
第
七
次
市
政
モ
ニ
:
:
ム

マ

タ

l
」
が
決
ま
r
ノ
た
o

安
嘱
式
は
、
四
月
八
日
勤
労
会
館
で
行
わ
れ
、
市
長
か

e

ム

マ
。
ら
一
人
一
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
b

第諮問七夕まつりに毛髪を添える「ミス七夕Ji七夕の嬰 J
を募集している。

護霊滋人数 ミス七夕 3名、七夕の建 4名

@応事事言費格①県内に在住 在勤、在学する未婚の女性

② 18歳から25緩まで(7 FJ 7 [1現在)。ただし、高校生は偉
く。

5月25Eiまでに、郵便等で住所、氏名、

生年汚日、職業(勤務先〕、霞話番号、身長、体重、ハス

ト、ウエスト、ヒップのサイズを明記し、写真(カラーサ

ーピス判土半身)を向封のうえ下記へ。

包守254 平車市浅間fffj9~' 1 

七夕まつり実行要員会事務局

話召初芝査手を51'弓弓を58

一、‘

第 442務

〈
〉
一
織
法
機
相
談

5
丹
時
日
(
水
て

5
月
回
目
(
水
)
、

6
月
Z
H
(
水)、

6
月
8
日
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
i
四
時

〈
〉
登
記
、
執
託
、
潤
毅
輯
談

6
月
四
日
(
金
)
、
日
時
、
四
時

。
一
般
市
議
制
制
裁
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
四
時
ま
て
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

。
活
費
え
品
相
談

5
丹
羽
呂
(
金
)
、
訂
日
(
金
)
、

5
月
3
日

(
金
)
、
日
時
1
日
時

。
定
都
卑
金
相
談

6
R
9
日
(
木
)
、
日
時
I
1
3

日
時

。
発
明
一
帯
議
特
許
椙
談

6
月
6
日
(
月
)
、
叩
時
5
日
時

。
下
鵠
取
引
相
談

5
月
四
日
(
木
)
、
日
時
却
分
i
叩即時

〈
〉
役
宅
掛
緩

5
月
げ
臼
(
火
)
、
日
時
i
M時

務
少
年
綱
制
緩
憲
一
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
暗
)

日拘

j
七
一
一
一
二

月
3
金
曜
B
9時
1
M時
土
曜
臼
は
日
時
ま
で

〈
〉
悩
み
ご
と
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
e

日
記
;
七
八
一
一
一

O

月
3
土
曜
日
9
時
1
四
時
泊
分

緩

盤

調

銭

円

叫

i
ニ一一一一一一一一一

令
指
窓
」
主
輔
綴
揮
週
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

。
母
子
相
談
華
道
百
円
i
金
曜
日
、

9
時
1
四
時

。
家
脚
縄
問
血
縁
欄
融
制
揮
週
月
，
、
ι

金
瞳
白
、

9
時
i
t四時

。
高
離
審
磯
盤
調
輯
醐
樟
澗
四
百
月
，
、
。
金
曜
日
、

9
時
却
分
4
3
叩四時

土
曜
自
は
同
時
ま
で

O
購
入
輔
絞
盤
月
第
3
木
輔
田
、
日
時
5
日
時
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市
民
の
一
皆
さ
ん
に
由
同
然
を
愛
し

緑
を
育
て
て
も
ら
お
う
と
、
四
月

二
十
九
日
か
ら
一
二
円
口
問
、
八
橋
山

公
園
玄
緑
化
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
場
は
、

た

。

れ

、

初
日
は
、
雨
に
た
た
ら
れ
市
良
患
い

の
出
足
も
鈍
っ
た
が
、
一
一
呂
田
か
掛
口

ら
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
終
日
多
く
た
。

の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

翁1警警 a小売重量務績の蓄量さん

適蕗E霊業省では、荷重量統計調査在

行う。調査員がお伺いするので、ご

協力を。

-
1
開
閉
箇
午
後
2
時
公
演

・
2
間
同
窓
午
後
5
務
公
演

東
入
場
料
は
、

A
席
二
千
五
百
円
、

B
席
二
千
円

市
民
セ
ン
タ
ー
で
発
売
中

難
問
い
合
わ
せ
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
局
(
電
話

M
M
l一一

二
三
五
)

問い合わせ 市総務監滋統計曹覇軍葦係

今年は、従来の淡泊に漫才、マジックが

加わり、楽しさ一杯。ぜひ、ご期待を。

とき 5月25Eヨ〈水}

・午前の部午前10時から

・午後の部午後2時から

ところ市民センターホール
く〉入埼綴葺料希護者は、市民センタ一事務局、市役所受付、駅前市民窓口センタ一、

中央公民童官、各地区公民館に入場#が用意してあるのでお受け取りを。

主催 平塚市・ひらつかカルチャ一事業選営要員会(市民センタ 電話32~22出)

戸一一一円 出演著書
君主趨 太EB
)) 志向

)) ;事

霊童オ <Ii5しだ

……川I川山内山，，'…い白川喜持 l関-7罷

5月3悶総午後1待-3罪事

会場紅谷パールロード

催し物パネル展示、水道籾談コーナー

キャンペーンを爽施

弱草寺

問い合わせ 水道局半軍営業所建童話22"，2711内錦512



(4) 

も

語召初63王手ち河守 58

すてきな糞品がもらえました

今
日
は
子
ど
も
大
会
、
子
供
た
ち
が
主
役
の
臼

で
す
。各
地
区
の
会
場
で
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

が
子
供
た
ち
の
た
め
に
楽
し
い
ゲ
1
ム
を
考
え
て

い
ま
し
た
。
大
縄
飛
び
、
綱
引
き
、
警
弱
競
弐

色
く
ら
た
た
き
ゲ
ム
な
ど
、
子
供
た
ち
も
こ
れ

ら
の
ゲ
ー
ム
に
は
大
喜
び
で
、
な
か
に
は
令
部
の

ゲ
ー
ム
に
巷
加
す
る
一
月
気
な
子
も
い
ま
し
た
。

と
の
ゲ
i
ム
に
も
大
き
な
声
鐙
や
、
笑
い
声
が

あ
ち
こ
ち
で
起
こ
り
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が

お
も
わ
す
ゲ
l
ム
に
参
加
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

り
ま
し
た
。

t
F
J
加
し
た
子
供
た
ち
の
綾
は
、
大
会
が
終
わ
る

こ
ろ
に
は
日
焼
け
と
ほ
こ
り
で
真
っ
黒
に
な
り
、

満
足
そ
う
で
U
た。

もつ色、

ハイジャンプ大縄飛び

罰のゴルファ です

このくらいはまだまだ余措です

ポーんを落とさないように、ポーノレ議び

た
り
、
破
損
し
、
中
の
薬
品
や

危
険
物
か
流
れ
出
し
て
一
事
故
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

可
燃
の
危
険
物
薬
品
の
保
管

や
使
用
に
つ
い
て
は
、

B
ご
ろ

か
ら
注
意
す
る
と
と
も
に
、
警

戒官量一
z

一
同
が
発
令
さ
れ
た
ら
こ
れ

ら
を
再
点
検
し
、
山
山
火
防
止
に

努
め
よ
う
。

一
般
の
家
庭
で
も
シ
ン
ナ
・
少
量
の
薬
品
で
も
危
激
物
で

I
、
ベ
ン
ジ
ン
、
ア
ル
コ
ー
ル
あ
る
の
で
、
必
ら
ず
安
全
な

を
は
じ
め
、
灯
池
、
殺
虫
剤
、
入
れ
物
、
場
所
に
保
管
す
る

塗
料
、
食
料
治
な
ど
、
可
燃
性
・
織
に
置
く
場
合
は
棚
ヰ
め
な

の
危
険
物
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ど
を
し
て
、
震
動
で
容
器
が

る
が
、
こ
の
よ
う
な
危
険
物
の
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る

震
百
や
使
照
方
法
が
悪
い
と
、
・
火
気
の
近
く
や
上
に
は
、
絶

大
地
震
の
と
き
に
び
ん
が
倒
れ
対
に
震
か
な
い

融
問
災
教
笈

第
二
十
五
回
平
塚
市
少
年
野
球
一

1
ジ
ャ
1

1
入、

会
お
よ
び
、
第
七
回
少
女
ソ
フ
一
で
、
各
通
字
路

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
出
場
チ
ー
ム
を
一
寸
参
加
料
一
二
千
円

募

集

し

て

い

る

。

一

マ

申

込

期

限

6
月
切
呂
(
余
)

〔
少
草
野
路
大
会
}
一
{
少
女
ソ
フ
ト
ボ
1
ん
大
会
}

マ
織
田

7
河
川
山
尽
(
金
)
1
8
一
…
〉
期
日

7
月
刊
山
田
(
士
)
1訂

月
2
5
(火
)

一

日

(

臼

)

マ
会
場
平
塚
球
場
、
市
民
ス
ボ
一
一
〉
会
場
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場

l
ツ

広

場

(

大

神

)

一

円

V

参
加
資
帥
帽
子
供
会
ま
た
は
各

マ
参
品
出
資
格
一
?
小
学
校
単
位
で
編
成
し
た
小
学
生

。
小
学
生
の
剖
則
前
内
在
住
の
小
一
女
子
チ
ー
ム

学
4
年
生
1
1
I
6
年

生

一

マ

申

込

期

限

5
月
4
臼
(
ム
ム
)

・
中
常
生
の
由
州
市
内
在
住
の
中
一
正
午

学

生

一

申

し

込

み

は

、

い

ず

れ

も

見

知

川

マ
チ
i
ム
編
成
代
表
者
1
入
、
一
台
体
育
館
内
体
育
諌
(
電
認
包
i

u
k

皿瞥
1
入
、
コ
ー
チ
1
入
、
マ
ネ
一
三

O
六
O
)
へ。

き 8月5日(尽)

ところ 市民センター

。アトラクション@歓喜善シ謹一
(午後2時ごろから)

主語渓予定者

早Jil， f憂

ゴヒ問夢子

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
卓
話

料
を
辱
え
一
て
、
見
山
則
ム
口
一
体
育
館
内

財
閣
法
人
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
師
興

財
閥
叫
(
電
話
お
i
O
一
O
一一)へ。

撃
宵
委
員
品
世
で
は
、

人
イ
ン
ド
ア
軟
式
庭
球
大
会
の
参

加
者
を
募
集
す
る
。

マ
日
時

6
月
幻
自
(
木
)

と

と き 6}守24罰{金)午後6時 30分 。演奏ジェラシ一、薬議採りのタンゴ

ところ ?官民センターホ…Jl- ラ eクンパjレシー夕、累い滋懇の名飴
・入場料 5席 4，000円、 A席 3，500丹、 B席 2，500円

B 甫守夢苦# 市民センター事務局、ヤンレイレコ}ト、カマヤス

トア、稲元:麿楽器f占、サクラ警f吉本「占、 ヨネザワf楽器~イ志水

遺書f呂、文栄堂、なでしこ望書涛で発売中

パンプキン

今陽子

問い合わせ 七夕まつり実行委員会事務局(商工課観光係)
号センター

電話32-2235



患を合わザてJ

ぼくも 入手事

重曹442号

一
寸

i
i
(
j
l
i
j
(
J
Z北
、
弁
巾
ー
な
ど
の
食
品

一一

'

z
ユ
ヰ
一
一
で
、
括
的
向
如
何
や
死
活
内
で
の
調
理
販

二

的

訓

告

河

ご

と

冗

は

で

き

な

い

一

一

一

暴

二

マ

出

場

喜

③

市

内

に

1
年
以

一
一
向
ノ
一
戸
ベ
ヱ
一
一
上
山
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
こ
と

二

鷺

誕

二

需

内

に

お

い

て

過

去

15k

二

帯

設

丸

二

間

引

き

続

き

売

皆

同

一

業

務

喜

一

一

一

一

ん

で

い

る

こ

と

霊

市

民

税

の

滞

一
内
す
る
「
施
設
見
学
会
」
の
殴
体
一
肉
体
と
は
、
自
治
会
や
老
人
ク
一
ト
j
i
i
t
-
l、j
i
j乙
一
約
が
な
い
こ
と

一
募
集
を
行
う
。
早
め
に
ご
応
募
一
ラ
ブ
、
趣
味
mw
会
な
ど
の
各
一
橋
間
一
市
で
は
、
喜
U
7
1
ル
場
内
で
一
マ
使
用
料

1
民
鋳
5
万
円

め
、
観
光
パ
ス
で
市
の
施
設
を
案
一
を
。
一
体
で
、
《
許
加
者
が
町
下
五
人
か
ら
一
の
売
tm使
用
者
を
重
買
す
る
。
一
出
直
善
明
づ
き
れ
る
万
は
、
5

五
十
人
位
ま
と
ま
る
日
体
で
、
実
一
マ
使
用
で
き
る
士
見
印
刷
義
一
城
ヶ
丘
一
月
初
日
(
金
)
ま
で
に
、
所
r

止
の

施
す
る
口
は
や
見

γ場
併
等
に
つ
い
一
ア
ー
ル
、
湘
南
海
岸
公
隅
フ
i
ル
一
申
込
書
、
住
民
日
明
治
、
営
業
証
明
議

4

て
は
、
回
体
の
希
望
を
取
り
入
れ
一
各
1
売

浩

一

を

地

域

づ

く

り

課

市

民

牛

治

係

る
o

費
用
は
然
科
。
一
マ
販
売
品
の
穂
鈎
パ
ン
よ
果
一
(
内
線
一
一
泊
四
)
へ
。

た
だ
し
、
実
施
台
数
は
十
ち
こ
一

i

i

{

l

l

um

絞
り
が
あ
る
た
め
、
初
め
て
安
加
一

十
d
J

る
団
体
を
培
え
す
る
o

多

数

の

一

市

営

住

宅

空

き

家

事

集

散

と

者

ほ

拍

せ

ん

と

な

る

。

一

ノ

J

-

;

一

二

;

間
な
有
親
子
袋
一
覧
室
口
な
と
一
市
で
は
、
六
尺
(
」
八
円
け
!
?
司
第
一
む
)
ま
た
は
相
明
子
雲
保
と
し
た

い
九
追
っ
て
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
す
る
。
一
き
畜
産
雲
行
う
。
一
に
闘
っ
て
い
る
こ
と
明
収
入
が

軒
マ
実
施
す
る
期
間

6
2
2一
入
量
望
者
が
多
い
と
き
に
は
一
基
準
内
で
あ
る
こ
と
雪

山
間
内
呆
年
3
月
ま
で
一
一
泊
せ
ん
と
な
る
が
、
一
度
申
し
込
一
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

悦
マ
締
め
切
り

5
弓
幻
自
一
む
と
士
一
月
ま
で
有
効
と
な
り
、
一
な
担
収
入
基
準
、
対
ι

昨
マ
申
し
込
み
官
製
は
が
き
に
出
一
拍
せ
ん
に
ヨ
た
ら
な
く
て
も
改
め
一
宅
、
関
取
り
等
に
つ
い
て
は

騨
体
名
、
岱
筈
氏
名
、
住
評
、
電
一
て
申
し
込
む
必
委
は
な
い
。
一
集
の
し
お
り
」
を
同

市
話
番
号
、
拳
加
予
定
人
員
、
定
施
…
マ
入
居
資
格
包
市
民
ζ
な
り
引
一
一
た
い
。
詳
し
く
は
、

希
望
日
(
例

9
月
中
勾
ご
ろ
)
一
き
続
き
1
年
以
ど
経
過
し
て
い
る
一
係
(
内
線
開
口
六
四
)

を
記
入
の
う
え
、
「
干
間
平
塚
市
一
こ
と
②
夫
婦
(
婚
約
者
を
合
一

浅
間
町
九
↓
草
塚
市
広
報
課
…

l

l

i

l

施
設
見
学
会
係
」
へ
出
し
込
み
を
。
一

一
去
最
撃
つ
案

一

+
f
i
n
-
f
U
五ア

一
公
共
施
設
な
ど
に
隣
接
す
る
松

一
林
の
薬
剤
散
布
u
セ
実
一
施
す
る
。

…
…
散
布
は
早
朝
(
午
前
向
時
一
二
上

分
1
八
時
)
行
う
た
め
、
ご
協
お

を
cv散

布
日
時
お
よ
び
場
所

・
5
月
初
日
(
月
)
松
原
小
学
校
、

八
幡
山
公
務
、
市
平
塚
八
幡
宮
、

福
祉
会
館
、
八
幡
公
院
、
料

公
園
八
予
備

H

6
月

2

(木)〉

・5
H一
汎
日
(
火
)
金
旧
日

社
、
中
原
百
枝
神
社
、
ム

小
学
校
、
大
野
中
学
校
、

テレビ、ラジオの受信や警察無線、消防煎棟

及び防災無離などに妨害を年えているハイパワ

ー市民ラジオ、改造不法パーソナル無娘、不法

自動車無線など不法無線機の使用は、電波法違

反として厳しく罰せられる。ル ルに従い、無

線機は免許を受けて正しく使おう。

昭
ポ:
 

投
是
可
町長

閉
山例目阻

3

際

凶

1

克

2

局

剖

理
川
日

l

一
語
m
m

J

U

4

 

遇
。
ー

一一L
τ
凸

い一ペ一口

電

遣

い但間用

ぎ 5J守208(金)
午後 5時30分開演

ところ病渓センター

ひ芸号金 トニー(漫談家)

つゲスト歌手野沢ひとみ

e 人場自由。お怠3υいただいた htこ、妻若草】'f~品が

あたる「お楽しみ抽せ入会Jがある。
・飛び人り希望者は、前Hまでに勤沼会館(高話

32.3355) へ問い合わせを。

主催 平塚市労慣祭実行幸委員会

と

午
後
円
。
持
試
合
酷
開
始

く〉見総合体育鎗〈電話31~.3悶7)
@開捜櫨滋 卓球、パドミントン、パスケソ

ト、軟式底球 (---16fl朝、ハレー仕掛寺~)

勾 5丹23日{丹)午謹 1時~午撞8時
。 6Pi13臼(月)グ
・6月27自(丹 11

。
入
場
出
向
島
ネ
ッ
ト
裳
垣
正
席
〆
ご
二
千
二
百
円

(
前
売
券
)
@
内
野
指
定
席
A
」

-
内
野
指
定
席
忍
一
一
千
三
百
円

。
当
窃
臨
山
り
外
野
原
大
人
一
千
-
百
円
、
小
人
四
百
円

燕
続
完
券
は
、
平
塚
球
場
(
電
J

訪日
ω

一
一
六
一
ハ
)
及
び

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
、

6
月
1
n
(
水
)
か
ら
発
売
予
定

床下薬剤散布滋怒

E金路地震窃治会]
6月 lE-"J 長持

6月 2臼 寺田縄

6月3日 寺田縄

6月 4 飯島

6月 7ヨ人野

{重量問地区自治会]

6月 9日片間構

6月10U 片岡北

6月11El 千須谷

6 fl13 臼 μ~j 11 

6月14日 λ:fH

6弓15El 根ド・坪ノ内・真田東部

6月16U 大久保。中久保 -1じ久保

6月17日堀ノ内

6月18f1 苦手杉包

6月初日 真田西部

{こた摩地喜王宮治会1
6月22日 大寺分・惣領分

6月23日 大庶子分・土惣韻

{寄ま静也吾E自治会〕
6月24日 と吉沢・下沢

6丹25日中吉沢

[蟻織広告Jお金3
6 月 27汚根坂間・ 7jm~嘩

6月28臼出縄

6月四日 上山下・山下tl1地

(5) 

7月7蔚{木)午後5時総演

市渓センタ-iI¥-J[!

A席 2.500円、 B席 2，000円

5月22日(日)午前日時から発売

市民センター事務局、ヤンレイレコード、カマ

ヤストア、稲元理楽器f官、サクラ蓄活本底、 5ヨ

ネザワ業器、 A水害泊、文栄堂、なでしこ書謄

〈筒い会わせ 市民センター事務局電話32.2235

料
券
↓
用

き

ろ

。入場

。前売

く〉約発

と



童

話

で

は

、

昭

和

六

十

一

一

一

{

襲

襲

撃

〕

一

事

申

し

込

み

方

法

年

度

各

講

座

の

受

講

生

を

募

集

す

…

竹

〉

日

程

毎

月

第

1

@

3

火

曜

口

一

申

し

込

み

は

、

い

ず

れ

も

、

は

る

。

一

(

全

m
g

一
が
き
に
講
尽
名
、
住
所
、
氏
名
、

芸

人

趣

味

義

感

一

点

源

午

前

山

ヤ

持

部

分

一

年

齢

、

電

話

雪

乏

山

人

の

う

え

議

警

下

表

の

と

お

り

一

マ

会

場

毒

喜

一

一

五

平

塚

市

追

分

]

必

芝

マ
臼
相
聞
記
月
i
u
m
年

3

月

(

全

一

マ

対

象

市

内

作

刊

は

で

満

mw歳
以
一
会
刻
字
講
座
係
へ
。

ω回
)

一

J

こ
の
方
お
よ
び
身
体
隠
す
j

の
ん
お
一
な
お
、
俳
句
論
庖
の
み
滋
話

V
会

場

霊

法

語

(

カ

ラ

オ

ケ

一

人

(

多

数

の

場

合

、

設

え

)

一

忌

一

二

三

一

)

で

一

受

け

付

け

講

一

肢

の

み

、

皇

嘉

)

一

寸

申

込

期

限

5
バ
計
三
(
火
)
一
る
。

寸
対
象
市
内
#
伎
で
満
山
別
歳
以
一

上
の
方
(
応
募
多
数
の
場
合
、
強
一
マ
対
象
機
力
障
害
の
方
一

せ

ん

)

一

言

語

52三
東
海
大
学
の
盟
書
舘
豆
、
更
新

マ
申
込
期
限

5
月
幻
一
回
(
火
)
一

O
議

獲

名

手

廿

一

世

一

一

マ

科

丹

市

内

容

{
身
磁
鐙
味
の
議
感
〕
一
マ
日
程
毎
月
第
4
日

曜

日

一

郭

沼

者

は

更

新

手

続

き

を

一

応

万

複

写

、

刊

行

資

料

の

交

一

審

璽

露

…

利

用

登

録

者

議

筆

者

一

岳

部

午

後

1

時

1

3

将

一

一

換

、

震

の

大

学

付

属

図

書

利

一

言

語

研

究

を

し

て

い

る

方

マ
臼
程
毎
月
第
2
木
曜
日
同
一
マ
会
場
福
祉
章
一
平
塚
市
と
東
海
大
学
と
の
交
流
一
例
を
行
っ
て
い
る
が
、
四
月
か
ら
一
塁
J

一
詳
し
く
は
、
市
警
霧

存

関

午

後

1

時

1

3

時

言

対

象

警

警

r

記
事
業
の
一
環
と
し
て
富
豪
一
引
き
続
き
利
用
さ
れ
る
方
、
お
よ
一
寸
大
学
付
属
関
裏
利
用
資
格
一

マ

会

場

福

祉

喜

志

串

込

期

限

5
2日
(
火
二
長
寿
雪
書
館
と
の
相
一
員
一
び
新
し
く
利
用
キ
希
望
さ
れ
る
方
一
次
の
①
か
品
ま
で
の
妻
室
一

動

T
L忍
題

欝

寵

代

プ

〓

一

時

鎗

襲
a
挙

管

《

葬

祭

麓

齢

室

典

}

a

市
展
大
台
杉
谷
安
芸
〕
二
巾
展
大
食
中
村
…

醐
ず
審
議
議
総
務
述
調
骸
襲
ぷ
舗
欄
輔
車
軸
栴
議
唖
瞳
a

警
鐘

dv建
前

)

一

一

し

口

徳

山

川

の

日

の

出

ζ

火
山
け
ミ
エ
宗
い
実
」
@
聖
書
一

h

尚一

a

市
長
汽
及
川
利
子
土
壇
叫
ん
男
「
潮
時
蹴
」

e

議
長
制
裁
一

第
十
一
回
平
塚
市
展
の
人
台
者
宮
」
特
別
抗
高
聞
き
口
翠
、
占
議
長
会
ー
小
川
直
ff

一回
C

Z

U
ぷ
院
の
祝
日
」
合
議
長
賞
伊
藤
律
子
「
み
だ
れ
綴
花
篭
」

が
決
ま
っ
た
。
(
敬
称
略
)
山
東
雲
、
金
忠
品
八
郎
、
商
反
岳
〉
ぎ
〉
4
m」
。
教
宵
委
員
会
問
阜
市
里
子
一
夜
あ
け
い
*
教
育
事
教
育
委
員
会
食
府
間
綾
子

{
警
捜
ゐ
展
大
口
務
泉
洲
、
栗
原
教
、
金
巴
露
骨
、
入
沢
民
横
川
悦
子
「
気
ま
ま
=
な
午
後
委
員
三
日
伊
藤
克
之
「
イ
ヤ
/
「
茶
箱
」
品
展
委
一
回
貝
会
賞

秀
海
「
形
贈
影
」
@
古
川
長
会
扇
w
位
、
植
村
二
一
州
、
内
田
八
ω
m
l
」
@
市
授
委
員
会
合
浅
出
迎
ら
な
い
で
」

9

市
民
愛
国
民
会
滋
後
栄
配
「
掛
鏡
」
@
特
別
公

古
川
輝
子
ぺ
雪
山
の
う
た
」
@
禁
~
川
町

TJt山
川
抑
制
行
、
小
宮
山
久
校
「
晩
霜
の
日
明
」

a

特
別
賞
品
H

川
崎
経
人
一
飛
来
」
一
岳
特
吉
田
利
子
、
中
山
英
知
、
富
±
け

議

長

合

金

子

虚

洲

-
F
筑
香
閣
問
、
樟
久
井
光
雲
宙
開
橋
良
子
、
青
柳
叩
官
、
八
木
光
協
投
開
判
野
江
久
、
申
村
稔
、
将
文
子
、
若
林
祥
子
、
秋
山
和
子
、

水
了
教
育
委
員
会
件
以
清
出
小
{
絵
箆
e

彫
刻
〕

a

市
展
大
村
民
刻
、
柳
生
進
一
、
景
品
昭
子
、
萩
沢
演
義
、
平
野
幸
雄
、
角
沼
孝
、
石
川
久
治
、
関
口
正
美
、
野

弓
「
皇
南
曲
目
之
詩
一
・
市
展
会
高
点
子
「
勾
配
一
旬
十
巾
目
先
立
涼
ぷ
子
、
小
林
義
弘
、
白
石
洋
内
田
敏
彦
、
式
凶
保
寿
郎
、
窪
田
男
、
藤
間
出
達
子
・
餐
励
賞

委
長
会
合
佐
野
支
守
「
織
嶺
高
橋
正
則
「
行
郡
の
存
立
」
・
子
、
中
島
一
一
一
吉
田
男

e

焚
励
古
雅
子
杉
山
恵
子
一
回
奨
励
滋
服

ず
仏

ノ
J
'
'
t
J
r

、、

(6) 絡事自63年 51'寺号 58っち、践報ひ第 442警

1 EJ 日 29臼

2臼 30日

2 16[3 30E3 

3臼日

4日 18日

7日日

7 Iヨ 21包

86  

9 Iヨ 23fj
9白 238

]0日

14[ヨ286
14日

ー開設時間1 13時30分~14時30づ土(ふじみ皇子

岳地14時---15時)※印は]5時~16時

。雨天のときは中止

季語|毎月第l火緩B

刀第3金曜巨

万第2• 4火礎自
1I第.4月耀日

I1 第 1• 3水E窪行

I1 第 2• 47ド寝臼

直立異月 5 月 13rJ~'27 El

中絞7H 4 B~18 El 

後続 7 汗25 El~ 8月告白

茶話松延小学校

金日小学校

※みずほ小学校

※万包民塚市営住宅

ふじみ野間地集会所
海行ナ治、才

液量豊田公民館

支援田村ちぴっと広場

域差書公民館

※関崎小学校

楽金田公民吉富

土産量小学校

楽吉沢公民豊富

章一回第
5
集
部
七
百
円
一
日
(
火
〉

@
平
境
ふ
巾
埋
蔵
文
化
財
緊
急
務
変
一
門
第
4
回
違
和
学
調
個
展
}

報
告
書
1
一
冊
一
千
円
一
@
期
間

6
月
9
日
(
木
)
1
u

-
相
模
湾
崎
城
跡
総
合
義
変
繋
百
一
日
(
火
)

喜

一

間

六

千

円

一

一
頭
皮
ギ
ャ
ラ
ワ
!

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社
…

会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
(
内
線
一

五
二
八
)
へ
。

小量詫・文学

家主言毅旅(上・中旬下) はj邸宅F彦

殺しは江戸のパフォーマンス

託: 真先

井上主喜和築城主代

ロボットと帝溜

アイザック e アシモフ

胡膿翻殺人事件 山村美紗

信玄鞍』茸 訟本清張

L特急たざわ殺人事件 西村京太郎

エンゼル急行者追え 吉村達也

家重量。室主i君
食品Gメンが望書いた食品添加物の本

屋葺糠俊之

社会桝学 eその他

二代Elミスター誕生 大下英治

花と歴史の山旅 邸中古置江

古典でたどる呂本サラリーマン事情

山口博

中村稔

神一行

沢沼繁郎

平将軍正明

なぎら健事

村上寅

サハラの風神

人生の時刻表

B本の巨大渓流東

箆擦豊色歌主義

東京昭和30年下宿丁小僧

幕末漂流伝

芝公背骨年金舘

中 254浅間沼TlZ れ電話32--7029

世在話然護軍要襲会「総務樹木襲警j

ひめしやらなどの樹木150積、草花頬3叩穐

を観察する。

命日E手 6月19臼(日)

a 募集人員 部人く摘せん〉

書加費 3，500円{交通費、入慶料〉

。申し込?;. 6月 5日(日)までに住揮はが

きで

f新資料Jl宜議運霊J

1年間収集した生物と天丈の新、資料を

展不。

・期間 5月 6口〈金) --29日(日〉

古プラネタリウム「輩盟問はむらそっくるj

宇吉の進化を矢去る手掛ヵ、りとと迂る銀河[ずを

眺めてみる。

.Wl間 5月 1司(日) ~29日(日〉

投影日〈一般) 土曜日 14持、 15時30分

ロR運行 lUI寺、 14"寺
観覧料 1人l∞円

合体舘認 毎週月曜日、月末、 6 月 1 日 '~9

!-3 
会博物措禽 世間町12 電話33 ら111

合フルート書講習会

フルートを初宇から学ぶ。

@弓程 5 月 19日 ~5 月 9 日の毎週木曜日

時間四時30分~19時30分

ー汁象 若手年 20人〈申込制〉

町線事轄のふれあい f金録)11の激策J

生物を観察しながらさテ日川のほとりを事

く。
E-'I¥hf 5月22日(日) 9時 30分--158守30升

ーコース 湖南青少年の京~上長乏橋

対象現と子 20人く申込制〉

毎週月曜日

がいた先童劇映璽。

古験 E語会

~5 月泣器(臼) 四時、時 3摺ホーJレ
「蝶がとぷ事森 52分

おおむらさきの繁殖とその生息地である雑

木林田保全のために、地道で患の長い活動を

続ける人々。

これからの白熱楳護、環境保全のあり方を

問うドキユメンタリ 暁顔。。6丹19" (詞 10時、時 3措ホーjレ

「棋の大時放揖言己・山下滑物語」

放視の天才画家山下清の少年時代、精神薄

弱者としての若妻盤、有名ι必りすぎた晩年な
ど、生涯にわたる人間関係を追いながらJ人

間・山下清jを浮き蕗りにしていく。

ロ開鶴時間

・貰出室、書考室

火~日曜日 9 時~16時50分

(金曜日のみ 9 時~18時50分〉

。こども室火~土曜日 日時~16時50分

ー日程 5 月 17日〈金)~18 口(1:)

e時間 9 時10分~16時30分

・合場図書館3時金謹室
・対象 市内在住、在勤、在学の方 30人

・費用 500円{テキスト代〉

・持重接するもの はさみ、筆記用具

=申し込み 密醤館視聴覚ライブラリー(定

員はなり出第締め明り)

古こども験車覇重量

。5J害時由{沼) 10時、 14時 3輔ホーノレ
「あんじゅとずしおう」 アニメ 31分

「大造じいさんとがん」 アニメ 自分。6丹羽自(司) 10時. 14時 3構ホーん
「はばたけ明日への瞳 51分

情緒障害児田勇二話という少年の心の捜し

さと、クラスの子供たちの友情の美しさをえ



重曹442零

盟受付午後 1時 -2時

鶴全土号 保健センヌー (34--0311) 

覇母子健康円炭本冊⑤う;刊旬、笈J己m
見、南フッンそ与努
[ 3カ、丹L空]
・6Vj15H 6:j年 2F-ll 出生

6 j'-129[-j 63匂 2}-j 15 日 ~29 日生

い議§か月完]

• 6月 7[_] 61年 1f]-~JO 日午

。 6月 01年 12J]llfj'~2üf 寸 'j.

• 6月21U 61t手月21 f-l ~31 日生

[ 3題児}
。6月 2[J 60年 4 月 1 日 ~15tYl_~

・6月16H 60年 4月日出-30日生

臨報ひらつか詰富裕63若手を五月守 68〈ア〉

護費対象 2歳 6か月までの乳幼児
離会場平境保館所

醸相談日 6月 6 、13El、羽田

翻時間午前9持-10時(受付〉

鶴申し込み篭話で字壇保鰭所 (32

-0130) へ予約する。

24日深怪セ/夕、※中央農協七

乙，[~ ~どμf

[6!'1l(2鶴間)

{E7.k公民館、旭Jι公民館
16日 大野公民倉吉、※輩出公民館

17日 強祉会館、横内公記舘

28口 金日公民館、※岡崎公民舘

29f-_-) 中原公民盤、※金田公民揺

30日 神田公民館、※城島公民館

(7月1(2濁詞)

ヱ己 保擢センタ一、楽中央農協土

沢支所

鑓題対象 百日ぜきの予防接揮を受け

る必要のない人。

暢第 1期 3か月以上6歳未満む乳

幼児。 3週間から 8週間の間隔で
3田空ける。

ー第 2期第 1期の 3回目白接語日

から 1年以上 1年 6かj"jJ..:'(;::引こ 1

回受ける。

署欝接謂方法 市民持続・共諦病続の

みで年閣を通じて控穣できる。笹

種臼は間病続にご棺設を。

産額料金無料

錨保険託、母子鰭鹿手帳を持害

翻対象 6月中に 8か月から構 1議
になる乳児の母親

鶴田時 6月 8[-3 乍前Z時十~日時

翠援会場 平塚尉建所 (32--0130)

襲警母チ懐成子三帳と筆記用具を持参

日
(
月
)
の
午
後
i
待
i
2時

希
望
さ
れ
る
方
は
、

5
汚
幻
自

(
土
)
ま
で
に
、
市
民
病
問
問
(
電

話
幻

O
O
一
五
)
へ
。

疑
犬
猿
予
防
注
総

生
後
九
十
一
日
以
上
の
鈎
い
犬

は
、
校
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
登

録
と
予
妨
注
射
が
必
黍
で
あ
る
。

四
月
に
実
施
し
た
今
年
度
の
定

期
受
注
射
を
受
け
な
か
っ
た
飼

い
犬
は
、
山
中
一
急
市
内
笠
間
開
業
医
で

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
保
健
所

環
境
衛
生
調
印
(
電
話
辺

C
二一一

C)、
市
鍵
談
課
保
健
衛
生
係

(
内
線
二
五
八
}
へ
。

人
絞
晶
斜
線
一
点
患
の
滋
綴

覇第 i期対象;ま

調の乳幼児。 3
間隔で 3[ロj受ける。

翻第 2期第 1期の 3[口コ接種目

から 1年以上二 1年 6か月以内に 1

回受ける。 5議 6かflに達するま
で受けられるが、 4議までに終了

することが望ましい。

轍接種方法開業E豆、病院で接種で

ぎる。接語は医師とご相談を。

鶴料金無料

露留保険証 母子健騎手帳を持幸

購対象初田(満 3識からア耀の幼

児。 1週間の間隔で 2U手J受ける)

追加(昨年初闘を完了した幼児

1回受ける〉

覇受付時間午後日朝O分-3時

九歳以上のガに、はり、きゅう、あん

マッサージ、指圧の耳右足立を行ってい

ノ¥。

。事量種審捧交村

大工E3年 5月3H3以前に生まれた方は 6枚。

大正 3年 6 16から大工E4年 3月までに生

まれた万は、 74歳になった月から 2か月に 1

字文の害j合で交f寸する。

く〉感認識殺害襲 1枚につき600円

。申し込み

エ
ハ
コ
一
)
へ
。
。
譲
っ
て
く
だ
お
い
二
段
ベ
ッ
ド
、

〈
〉
輯
り
ま
す
マ
マ
コ
ー
ト
、
敷
布
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
冷
麓
庫
、
洗
撞
機
、

河
ベ
ピ
!
ベ
ソ
ド
、
食
堂
セ
ヅ
ト
、
ピ
ア
ノ
、
ヱ
レ
ク
ト
ー
ン
、
電
気
オ
ル

毛
糸
偏
機
、
ミ
シ
ン
ス
チ
ー
ル
ベ
ッ
ガ
ン
、
由
民
ス
ク
ー
タ
ー
、

H
勺
一
婦
人

ド
、
除
湿
器
、
温
風
ヒ
ー
タ
ー
、
ス
テ
朗
自
転
車
(
荷
ム
口
つ
き
て
サ
イ
ク
リ

レ
オ
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
乳
母
車
、
石
油
ス
ン
グ
議

地
域
つ
く
り
課
市
民
令
指
係
(
内
組

1
h
1
ブ



(8) 

春
の
暖
か
さ
に

措

障

問

問

さ
そ
む
れ
て
、
市

内
の
あ
ち
り
こ
ち
ら
を
穿
い
て

り
た
と
こ
ろ
、
ふ
と
し
た
こ
と

か
ら
平
塚
の
陪
史
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
出
縄
に
あ

っ
た
公
開
制
で
、
こ
の
公
閣
の
説

明
板
に
は
中
散
の
持
社
と
い
う

説
明
の
ほ
か
、
発
問
問
調
全
の
概

要
も
す
記
さ
れ
て
お
り
、
平
塚
に

も
こ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
っ
た

の
か
と
、
興
味
深
く
患
い
ま
し

た。
宅
助
即
吋
開
発
な
ど
に
よ
り
、
遺

跡
を
保
存
し
て
い
く
こ
と
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
身
近
な

歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
遺
跡
を
残
し
て
ほ
し

い
と
患
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
外
に
こ
の
様
な

遺
跡
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て

く
だ
さ
い
。

(
北
金
扇
郷
山
川
町
嘉
子
一
さ
ん
)

時
却
汁
う
午
後
3
時
加
分

マ
会
場
県
L

ゾ
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
時
子
父
子
京
躍
の
組
子

白
人
マ
申
込
先
時
セ
/
タ
l
福
祉
部

(
内
綿
五
一
一
)

{
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
鹿
・
地
域

か
ら
の
出
発
}

マ
日
時
5
円
お
け
(
ん
念
、
6
月

I
H
(水)、

9
日
(
木
)
の
午
前

日
時
k
午
後
4
時

γ
会
場
県
ケ
隔
人
川
町
内
セ
ン
タ
;

マ
片
象
県
民
な
性
別
人

ワ
託
児

2

、6臓
の
幼
ht

マ
申
込
先
日
間
セ
ン
タ
生
話
学
制

部
(
内
綿
五
六
一
)

看
護
描
古
田
実
を
募
集

災
害
時
に
設
置
さ
れ
る
臨
時
救
護

所
て
、
医
療
戸
市
動
の

F
伝
い
弁
生
し
て

ニ
も
ら
う
看
護
要
員
を
募
集
す
る
。

マ
鼎
例
措
市
山
内
任
注
で
探
健
捕
、
問

点
呼
婦
、
現
議
掃
「
I
)
、
曜
荷
護
婦

(
士
)
の
資
格
が
あ
り
、
災
害
時
に

協
力
で
き
る
万

ヤ
問
い
吉
わ
せ
先
防
災
課
防
災
保

(
内
線
一
一
一
五
三

試
象
庁
で
は
、
名
付
2
け
か
ら
気

象
に
関
す
る
一
一
正
窓
報
、
間
三
輔
の
名
称

を
一
部
変
更
し
て
い
る
口

、
廃
止
暴
風
間
警
報
、
風
崎
山
内
意

報門
〉
新
設
鋭
耕
民
笠
報
(
南
話
が
注
意

報
・
警
報
基
準
を
超
え
る
と
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
ぃ
人
雨
花
窓
報
、
大
雨

警
報
と
併
用
す
る
)

マ
変
更
冨
対
一
一
汗
忌
報
を
雪
山
は
意

報
、
異
常
乾
曜
日
意
報
を
乾
蝶
注
叡

報
、
異
常
低
過
注
芭
時
を
慌
温
注
意

報
二
マ
問
い
ん
行
わ
せ
先
防
災
課
防
虫
係

(
内
棉
一
一
五
七
)

{
ミ
カ
ド
と
日
本
人
〕

マ
日
時

5
H
M
日
(
木
)
午
後
4

季
O
L
J
i
3ナ

f
o
p

8
3乙
フ
〈

F
t
H
3
Lフ

マ
ん
広
場
八
開
門
今
一
教
室

V
講
師
作
家
措
欄
直
樹
氏

{
天
気
の
櫨
殻
}

7
u時
5
H
抗
日
{
火
)
午
捷
4

手
O
士
山

j
十

f
O
〉

日
3
4フ
t
t
m
U
3ノ
/

マ
会
場
松
前
勺
L
E抽
出

マ
講
師

N
H
K
気
象
キ
ャ
ス
タ

倉
嶋
厚
氏

{
広
告
4
7
昔
}

門
〉
日
時

6
汁
出
日
一
木
)
午
後
4

寺
O
込

J
j
3
子
O
L
J

E
3
4フ
{
f
H
3
4
J

マ
会
場
松
前
記
念
館

マ
講
師
雑
誌
広
告
批
判
官
削
編
集
長

天
野
祐
吉
氏

問
い
合
わ
せ
詰
、
東
海
大
乍
湖
南

公
開
セ
ミ
ナ
ー
墨
員
会
戸
議
括
部

内
時
五
五
心
九
)
へ
。

く

発
掘
調
制
査
結
田
市
の
概
要
を
記
し

た
も
の
で
す
。

発
旧
問
調
査
の
成
集
は
、
一
般

に
は
報
告
書
に
ま
と
め
亡
記
録

保
存
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
公
閣

に
民
説
明
板
の
札
ヘ
公
濁
提
供

地
か
ら
出
土
し
た
切
り
右
を
府
県

い
て
、
そ
の
記
録
を
残
し
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
外
、
市
内
に
は
中
原
に

あ
る
「
中
原
土
俗
遺
跡
歩

高
ニ
、
万
的
に
あ
る
「
万
也
八

μ
山
崎
開
高
過
し
公

お
答
え

t

7

1

3

践
に
あ
る

-
T
↑

砦
社
」
の
説
明
板
は
、
こ
の
地

の
ち
地
造
成
一
に
九
立
っ
て
行
わ

れ
た
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く

生
宅
金
録
公
庫
で
は
、
昭
和
田
年

度
第
1
回
個
人
向
け
融
資
お
よ
び
事

業
者
向
け
融
資
の
受
け
付
け
を
、

4

月
お
汀
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

な
お
、
融
資
制
度
が
太
帽
に
改
善

さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
、
出

民
金
融
公
庫
小
田
原
支
民
(
電
品
目
。

四
六
五
l
i
お
ー
一
一
一
一
七
五
)
へ
。

日
主
防
災
組
織
の
救
出
救
護
班
員

を
中
心
と
し
た
応
急

F
ち
調
習
会
計

開
か
れ
る
。

{
花
水
地
区
}

マ
日
時

5
円
羽
目
(
本
)
午
後
1

時
却
汁
1
3
4
時

円

v
会
場
花
水
公
民
館

{
旭
北
地
震
}

マ
日
時

5
H
H
口
(
山
へ
)
乍
怯
l

重
四
倍
横
穴
庭
福
肘
社
」
、
「
万
旧
日
目

の
入
横
穴
基
群
泣
」
な
ど
に
同

様
な
説
明
絞
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
ム
コ
後
と

も
発
掘
誠
査
に
よ
っ
て
一
得
ら
れ

た
資
料
舟
ヘ
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

事
業
去
の
協
力
が
得
〉
り
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
様
な
記

録
保
存
を
一
つ
の
方
法
と
し
て

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま

す

。

(

社

会

教

務

課
V

時
却
分
3
4時

マ
会
場
組
北
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課
防
担
保

(
内
綿
一
一
一
五
七
)
へ
。

第
日
品
開
平
山
相
市
労
構
築
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
勤
労
省
ボ
ウ
リ
ン
グ

レ
〈
会
が
閣
か
れ
る
。

hv
日
時

6
汚
日
行
(
さ
午
後
6

テロμ
〈、
守
会
場
パ
ー
ル
レ
!
ン

V
韓
技
方
法
相
什
争
業
所
対
抗
、
ー

チ
!
ム
3
人

マ
申
し
込
み
ん
凡

'
平
埠
地
区
労
ブ
ロ
ン
ク
(
電
話
回

瓦
一
一
七
九
)

・
平
塚
地
区
間
関
フ
ロ
ッ
ク
(
電
話

訂

じ

一

四

O
)

e

官
公
庁
、
朝
連
ブ
ロ
ッ
ク
(
電
話

幻
一
五
一

O
)

れ
ポ

i
u
a
明

(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
薬
品
宜
へ
・
市
中

学
校
体
A
H
連
盟
理
事
会
二
万
千

円
、
市
巾
学
校
長
一
一
同
!
罰
り

円
、
市
中
学
校
教
頭
一
間
十
月
万

円
、
市
山
下
校
長
一
切
一
ー
↑
八
万

円
、
市
小
学
校
教
頭
一
同
一
工
八

万
円
、
市
部
員
会
一
十
万
円
、

F

塚
金
融
協
会
?
万
円
、
横
摂
摂
行

μ
塚
支
高
一
一
万
円
、
根
岸
洋
一

五
れ
円
、
中
塚
あ
る
く
会
万
六

訂
ム
ハ
?
円
、
ポ
玲
パ
レ
ホ
ル
同

山
町
会
万
八
千
百
九
γ

円、

市
課
長
会
一
十
万
円
、
抽
ケ
浜
ク

〆
シ
7

一
一
千
円
、
押
野
芳
治
郎

行
円
、
軍
弘
万
円
・
一

県動物保議センタ (甫話58--3411)で，'Jえなくなった犬、猫の巡収容を、今も冷;
の日程で行う。

当日、犬をよ刊される万印鑑、 尺の鑑札、

愛犬子能を持考委し、描について泊、府

ホ ル舗に人れていただき7
なお、収容車の停留時間ほ10分間d
犬、描についてσ)~明育、本"誌や聖子大の

不
動
さ
ん
と
い
う
仏
さ
ま
は
、

ー，
』

(
敬
杭
略
)

打

v
杜
金
議
祉
基
金
へ
松
原
公
民

館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
一
ん
八
千

円
、
市
民
ア
カ
デ
ミ
i
-
市
民
大
学

講
賠
受
講
生
五
手
古
田
三
jr
八

円
、
ギ
堵
U
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

一
ブ
フ
二
十
万
円
、
ロ
人
会
千

円
、
成
問
昇
一
万
円
、
平
塚
醗
輪

場
第
一
払
一
展
所
職
呉
一
向
)
一
千
九

出
2
?
九
月
、
輩
出
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
↓
万
四
千
八
百
十
円
、

内
騨
イ
ケ
一
一
万
円
、
日
産
準
体
山

一
ム
寮
悶
治
会
従
業
員
一
同
七
乃
九

百
九
よ
l

九
月
、
川
部
実
丘
千
円
、

富
工
見
地
民
美
化
推
進
委
員
会

μ

手
円
、
龍
一
沢
武
司
七
手
円
、
国
際

ソ
ロ
ブ
チ
ミ
ス

I
h
F埠
一
千
!
?
万

円
、
か
な
が
わ
生
協
同
崎
フ
ロ
ソ
ク

が
ら
く
た
市
宮
戸
行
委
員
会
一
万

千
一
-
一
色
七
十
山
内
、

i-人公口
友
子

万
円
、
高
橋
亀
次
四
千
一
一
円
八
!

円
、
飯
田
憶
次
一
千
八
円
尺
円
、

つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所

万
円
、
鈴
木
偶
枝
一
二
千
円
、
中
山
町

伝
五
郎
千
円
、
花
水
地
民
南
部

長
寿
会
一
ハ
下
山
内
百
ト
七
円
、
崇

害
地
ぽ
民
協
ポ
フ
ン
テ
ィ
ワ
一
河

い]五
1

ヘ
ロ
ピ
江
川
、
託
料
一
一
千
円
乙
ハ

円
ピ
ロ

ァ
社
会
議
祉
へ

e

時
崎
輝
夫
一
一

千
弓
マ
め
ぐ
ま
れ
な
い
子
へ
よ
域
的
勉

千
円

ゾ
交
議
遼
兎
へ

'
J
T
単
行
交
一
週
九
一

令
協
会
↓
万
円
、
戸
川
旭
支
部

行
円
、
向
松
川
此
み
す
え
部
一
万
円
、
日
川

勝
議
支
部
一
万
円
、
内
山
子
丸
山
部

万
円
、
大
出
構
築
森
谷
教

π万

九
千
四
円
一
一

r
円

館

館

館

時

甑

館

鮪

J
J
民
民
民
民
民
只
館
町
一

j
、
:
:
;
:
:
‘
:
、
、

仁いい
/
L
J
L
rケ
p
rん
弘
/
ん

r
L
I
L
J

内
幡
間
関
水
路
公
沢

忍
横
八
松
噴
い
へ
中
坦
土
日

。。知
品
問
却
日
日
叫
卯
訓

告、く
J

J

J
ミ

1
0
0
1
1

5
1
~
5
5
5
1
1
1
1
 

)
館
館
館
館
館
館
館

司
叱

1
¥
J
γ
~
J
r
~
3
K
J勺

J乏
1
{

i
l
i
-
-
i
t
-
-

卜
ト
公
公
公
公
公
公
公

山
野
田
島
崎
回
目
以

沼
神
大
豊
城
間
金
金
一

A
守認
付
品
目
却
話
回
品
目

5

8

9

9

9
山

山

口

013緩
5月 22El 

(3) 10時~

15好手ノマ Jレ
ロード/6月

1日 (イく) 10 

時 ------15時間寸 む鱗議議絞 /';、，;-
団地萌J;5会馬主 叫金融~γ /戸建~ ¥'  f¥R 

車場/6月11日 CtJ 10時~15時パールロ一人

。ご協力ありがとうございましたは月)

東京電力平場営業所、日産サニー湖南販売、日本

バイオニクス、東京電力平塚工務所、ワ口コ製イ乍所、

県経済農協連合会、開高ペイント、キャノン、東海

大学体青常任委員会 …敬称略

K
ち
ゃ
ん
は
小
学
四
年
生
。
う
で
す
。
友
達
と
も
う
ま
く
遊

三
年
伎
の
を
ふ
鼎
ご
ろ
か
ら
、
べ
な
い
V

れ
ち
ゃ
ん
が
、
だ
ん
だ

ど
こ
と
な
く
元
気
が
な
く
な
ん
本
の
中
の
物
語
の
世
界
に
入

り
、
休
み
が
ち
に
な
り
ま
し
た
。
っ
て
い
っ
た
の
は
う
な
ず
け
る

そ
れ
ま
で
は
、
学
校
の
事
も
少
気
が
し
ま
す
。
物
語
の
豊
か
な

し
は
話
し
て
い
た
の
で
す
が
、
世
界
に
入
っ
て
い
き
、
現
実
と

ど
う
し
た
の
か
と
患
っ
て
お
母
は
掛
離
れ
て

K
ち
ゃ
ん
な
り
の
世

さ
ん
が
開
い
て
も
黙
っ
て
し
ま
界
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
す
。

い

ま

す

。

お

母

さ

ん

は

、

相

談

に

来

始

K
ち
ゃ
ん
は
本
が
好
き
で
、
め
た
こ
ろ
は
、
と
て
も
暴
…
張
し

学
校
か
ら
帰
る
と
す
ぐ
に
本
を
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
次
第
に

読
み
始
め
、
会
準
が
す
む
と
ま
来
る
こ
と
を
紫
し
み
に
し
始
め

た
読
む
と
い
う
よ
う
に
、
本
を
ま
し
た
。
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